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天
保
三
年
（
一
八
一
一
三
）
二
月
五
日
の
夜
更
け
、
江
戸
へ
向
か

っ
て
い
く
、
五
○
名
ほ
ど
の
集
団
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
武
州
橘
樹

郡
南
加
瀬
村
の
百
姓
で
、
領
主
の
旗
本
倉
橋
氏
に
年
貢
の
こ
と
で
、

門
訴
を
行
な
お
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

近
世
を
通
じ
て
、
関
東
の
旗
本
領
の
百
姓
が
、
江
戸
の
領
主
屋
敷

に
押
し
掛
け
、
年
貢
の
減
免
を
歎
願
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
数
多
く

あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
百
姓
た
ち
が
門
訴
を
行
な
っ
た
こ
と
自
体
は
、

こ
こ
で
は
問
題
で
は
な
い
。
今
日
、
こ
の
門
訴
事
件
が
わ
れ
わ
れ
の

注
意
を
引
く
の
は
、
事
件
の
後
、
行
な
わ
れ
た
取
調
に
よ
り
、
詳
細

な
口
書
が
残
さ
れ
、
一
摸
の
形
成
過
程
と
百
姓
の
日
常
的
社
会
結
合

と
の
か
か
わ
り
を
理
解
す
る
、
い
く
つ
か
の
手
掛
り
が
え
ら
れ
る
た

は
じ
め
に

法
政
史
学
第
四
十
三
号

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動

ｌ
天
保
三
年
、
武
州
橘
樹
郡
南
加
瀬
村
門
訴
一
件
を
中
心
に
Ｉ

（
１
）

め
で
あ
る
。

近
世
の
民
衆
運
動
史
研
究
は
、
民
衆
の
意
識
や
行
動
様
式
の
独
自

性
を
、
既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
る
が
ま
ま
に
と
ら
え
る
こ

と
か
ら
出
発
し
て
、
近
世
社
会
の
質
を
照
射
す
る
と
い
う
視
座
を
と

る
こ
と
で
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
そ
の
場
合
、
生
活
者
で

あ
る
民
衆
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
へ
て
、
蜂
起
へ
い
た
る
か
と
い
う

こ
と
が
、
も
っ
と
も
主
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
や

や
い
い
古
さ
れ
た
言
葉
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
日
常
生
活
か
ら
蜂
起
の

非
日
常
的
世
界
へ
の
転
換
の
意
味
を
問
う
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
の
問
い
か
た
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

が
、
当
面
民
衆
が
も
っ
て
い
た
り
、
彼
ら
を
と
り
ま
い
て
い
る
意
味

（
２
）

の
世
界
の
解
明
に
力
が
注
が
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
研
究
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
こ
う
し
た
意
識
の
分
析

白

川

部 五
四達
夫
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に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
衆
が
形
成
し
て
い
る
社
会
結
合
の
あ
り
方
に
ま

で
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
衆
が

現
実
に
生
き
て
い
る
生
活
過
程
の
分
析
を
欠
い
た
ま
ま
で
は
、
意
識

過
程
の
解
明
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る

（
３
）

か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
生
活
過
程
へ
分
析
を
下
降
さ
せ
る
さ
い
は
、
民
衆
運
動
か

ら
生
活
過
程
へ
の
分
析
を
媒
介
す
る
は
ず
の
民
衆
運
動
の
組
織
の
記

録
が
、
そ
の
非
合
法
性
か
ら
意
識
的
に
排
除
さ
れ
て
い
て
、
ほ
と
ん

ど
え
ら
れ
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
っ
た
。
ま
た
な
ん
と
い
っ
て
も
、

民
衆
運
動
は
非
日
常
的
行
為
に
は
違
い
な
い
の
で
、
簡
単
に
は
日
常

的
な
生
活
過
程
と
接
点
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
問
題

（
４
）

点
も
あ
り
、
研
究
の
進
展
が
阻
ま
れ
て
き
た
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
天
保
三
年
（
一
八
一
一
三
）
の
南
加
瀬
村
の
門

訴
一
件
は
、
こ
う
し
た
点
を
、
あ
る
程
度
埋
め
る
手
掛
か
り
を
あ
た

え
て
く
れ
る
恰
好
の
事
例
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
門
訴
一
件
の
経
過

を
紹
介
し
つ
つ
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
ふ
た
い
。

そ
の
さ
い
分
析
方
向
と
し
て
は
、
門
訴
と
そ
の
組
織
過
程
か
ら
、

日
常
的
な
生
活
過
程
へ
と
下
降
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
門
訴
一
件

は
、
百
姓
一
侯
で
は
あ
る
が
、
通
常
わ
れ
わ
れ
が
描
く
百
姓
一
侯
像

と
は
こ
と
な
っ
て
、
広
域
性
に
欠
け
る
、
村
的
な
闘
争
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
大
規
模
な
蜂
起
の
な
か
で
こ
そ
発
展
す
る
よ
う
な
意

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

南
加
瀬
村
は
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
の
『
村
差
出
明
細
帳

写
』
に
よ
れ
ば
、
村
高
は
七
○
七
石
四
斗
二
升
、
田
畑
反
別
八
五
町

一
九
歩
で
、
こ
の
う
ち
田
地
が
六
六
町
四
反
七
畝
二
歩
と
い
う
田

勝
ち
の
村
で
あ
っ
た
。
家
数
は
一
○
六
戸
、
人
数
は
五
六
一
名
で
あ

っ
た
。

村
は
、
西
を
村
に
接
し
て
鶴
見
川
が
、
や
や
離
れ
て
東
側
に
は
多

摩
川
が
流
れ
る
河
川
に
は
さ
ま
れ
た
位
置
に
あ
っ
た
（
図
１
参
照
）
。

鶴
見
川
は
川
床
が
高
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
用
水
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
多
摩
川
の
二
ヶ
領
用
水
を
使
用
し
た
。
し
か
し
二

ヶ
領
用
水
の
「
用
水
元
」
は
村
か
ら
四
里
も
上
流
で
あ
っ
た
の
で
、

識
や
行
動
様
式
の
展
開
も
、
村
の
世
界
の
文
脈
の
な
か
に
未
発
の
ま

ま
で
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
一
件
に
時
代
を
象
徴
す

る
意
義
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
の
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
し
、
ま

た
未
発
の
契
機
を
探
り
だ
し
、
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
も
し
な

い
。
こ
こ
で
は
か
え
っ
て
、
村
の
世
界
の
文
脈
を
重
視
し
、
門
訴
の

分
析
を
通
じ
て
、
近
世
の
村
の
社
会
結
合
の
あ
り
よ
う
に
迫
る
こ
と

に
努
め
た
い
。
そ
の
ほ
う
が
村
の
機
能
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
少
な

く
な
か
っ
た
近
世
の
民
衆
運
動
の
理
解
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

南
加
瀬
村
と
旗
本
倉
橋
氏

五
五
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用
水
事
情
は
悪
く
、
「
水
旱
損
勝
」
で
あ
っ
た
。
い
つ
ぽ
う
鶴
見
川

は
砂
川
で
し
ば
し
ば
氾
濫
し
た
。
と
く
に
南
加
瀬
村
は
、
鶴
見
川
と

そ
の
支
流
の
矢
上
川
と
の
合
流
点
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
水
害
に

悩
ま
さ
れ
、
川
筋
の
水
除
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
周
辺
村
落
と
紛
争
が

（
５
）

絶
鰐
え
な
か
っ
た
。
ま
た
村
は
、
原
・
辻
・
泥
（
ど
ぶ
）
・
東
前
・
恋

（
６
）

地
な
ど
「
図
子
」
（
ず
し
）
と
称
す
る
地
区
に
分
か
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
小
地
域
は
門
訴
の
組
織
に
あ
た
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
検
討
し
た
い
。

村
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
明
細
帳
で
は
「
農
業
之
間
、
男
女
共
縄

こ
し
稼
仕
侯
、
其
外
稼
無
御
座
候
里
方
村
―
―
て
、
耕
作
一
通
り
故
、

困
窮
村
一
一
御
廃
候
」
と
、
水
田
耕
作
を
中
心
と
し
た
村
で
あ
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
門
訴
一
件
で
は
、
江
戸
に
出
て
い
る
百
姓
や

筏
乗
り
の
百
姓
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
江
戸
近
郊
農
村
と
し

て
、
あ
る
程
度
、
農
間
渡
世
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
四

月
の
調
査
で
は
、
一
○
五
戸
中
、
夫
食
の
な
い
あ
の
三
六
戸
、
家
族

を
養
う
だ
け
の
夫
食
の
蓄
え
が
あ
る
が
、
販
売
す
る
米
穀
の
な
い
も

の
｜
一
一
九
戸
、
販
売
す
る
米
穀
を
も
つ
も
の
三
○
戸
で
、
買
喰
い
に
近

い
状
態
の
も
の
が
、
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
販
売

で
き
る
米
穀
は
一
八
一
一
一
俵
で
、
最
大
は
一
一
八
俵
三
斗
の
百
姓
代
、
こ

れ
に
続
く
の
が
二
六
俵
の
名
主
で
、
以
下
一
○
～
二
○
俵
が
四
名
、

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

五
～
一
○
俵
が
二
名
、
五
俵
以
下
が
二
六
名
と
な
っ
た
。

南
加
瀬
村
の
領
主
は
一
○
○
○
石
の
旗
本
倉
橋
氏
で
、
わ
ず
か
に

四
斗
五
升
九
合
が
幕
領
で
あ
る
ほ
か
は
、
倉
橋
氏
の
一
円
知
行
地
で

あ
っ
た
。
倉
橋
氏
が
南
加
瀬
村
に
知
行
を
得
た
の
は
、
「
新
編
武
蔵

風
士
記
稿
」
で
は
「
慶
長
二
年
に
倉
橋
三
郎
五
郎
へ
賜
り
、
夫
よ
り

引
続
き
今
も
倉
橋
氏
の
知
る
所
な
り
」
と
、
慶
長
二
年
二
五
九
七
）

（
７
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
倉
橋
氏
の
知
行
地
は
幕
末
に
は
、
南
加

瀬
村
七
○
七
石
余
の
ほ
か
に
、
武
蔵
国
橘
樹
郡
矢
上
村
に
四
九
石

余
、
都
築
郡
上
谷
本
村
に
五
七
石
余
、
下
総
国
和
名
ヶ
谷
村
に
二
○

（
８
）

○
石
余
で
〈
口
計
一
○
一
五
石
余
と
な
っ
て
い
た
。

年
貢
は
南
加
瀬
村
の
場
合
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
皆
済
状

で
は
、
田
畑
と
も
に
米
納
で
、
村
高
七
○
七
石
四
斗
二
升
に
た
い

し
、
一
一
一
六
○
石
の
定
免
で
、
こ
れ
に
川
開
畑
年
貢
が
一
石
五
斗
六
升

六
合
五
勺
が
加
え
ら
れ
た
。
本
免
だ
け
で
年
貢
率
は
、
五
○
・
九
％

に
お
よ
ぶ
が
、
頻
繁
に
「
御
用
捨
米
」
と
し
て
減
免
が
行
な
わ
れ
た

よ
う
で
、
定
免
と
い
っ
て
も
定
免
額
を
基
準
に
そ
の
都
度
、
領
主
と

農
民
の
間
の
交
渉
の
結
果
、
「
御
用
捨
米
」
額
が
決
め
ら
れ
て
、
実

際
の
年
貢
額
が
定
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
天
保
五
年
の
場

合
、
用
捨
米
や
村
引
き
を
除
い
て
、
二
七
一
石
余
を
年
貢
と
し
て
納

め
て
お
り
、
村
高
に
た
い
し
て
三
八
・
四
％
の
年
貢
率
と
な
っ
た
。

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
の
「
村
差
出
明
細
帳
写
」
で
は
、

五
七
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天
保
三
年
（
一
八
一
一
三
）
、
南
加
瀬
村
は
鶴
見
川
の
増
水
の
被
害

（
９
）

を
受
け
た
。
と
く
に
「
窪
地
」
の
水
冠
が
ひ
ど
か
っ
た
た
め
、
同
村

で
は
、
同
地
分
の
年
貢
の
内
、
中
・
下
米
を
水
冠
し
た
悪
米
で
上
納

す
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
倉
橋
氏
は
、
こ
の
頃
、
年
貢
を
知
行
地
の

周
辺
の
商
人
に
入
札
で
地
払
い
し
て
い
た
が
、
水
冠
の
さ
い
は
、
安

い
値
段
に
し
て
百
姓
か
ら
石
代
納
さ
せ
た
。
水
冠
で
品
質
の
悪
く
な

っ
た
米
を
売
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
悪
米
を

売
り
、
年
貢
金
を
調
達
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
、
百
姓
側
も
同
様
で

あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
願
い
が
出
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い

し
、
倉
橋
氏
側
は
水
冠
は
さ
ほ
ど
深
刻
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、

現
米
で
納
め
る
な
ら
ば
、
上
米
で
納
入
す
る
よ
う
命
じ
た
。
名
主
が

こ
の
こ
と
を
小
前
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
小
前
側
は
中
米
は
上
米
で
上

納
し
て
も
よ
い
が
、
下
米
に
つ
い
て
は
窪
地
の
悪
米
で
上
納
す
る
よ

｜
、
御
年
貢
之
儀
は
、
前
女
よ
り
時
之
相
場
―
―
て
、
御
払
二
相

成
申
候
、
出
水
な
ど
―
―
て
悪
米
二
相
成
候
節
〈
、
安
値
段

一
一
被
成
下
金
納
仕
候

と
あ
り
、
平
年
は
村
で
取
り
集
め
た
年
貢
米
は
地
払
い
し
て
、
江
戸

旗
本
屋
敷
に
納
め
、
水
冠
の
さ
い
は
値
段
を
下
げ
て
、
農
民
か
ら
代

金
納
さ
せ
た
。

一
一
天
保
三
年
の
門
訴
一
件

法
政
史
学
第
四
十
三
号

う
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
の
で
、
名
主
は
一
○
月
二
六
日
に
再
度

倉
橋
氏
に
願
い
出
た
。

い
つ
ぽ
う
こ
の
間
、
領
主
側
で
は
他
の
払
い
米
分
の
入
札
手
続
き

を
進
め
て
お
り
、
二
六
日
に
開
札
の
結
果
、
神
奈
川
宿
の
才
賀
屋
藤

兵
衛
が
一
両
に
九
斗
五
升
一
一
一
合
で
落
蕾
札
し
た
。
そ
こ
で
倉
橋
氏
は
窪

地
の
年
貢
米
一
○
○
俵
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
値
段
で
金
納
し
、
下

米
に
つ
い
て
は
格
別
の
配
慮
で
両
に
一
石
の
割
合
で
金
納
す
る
よ
う

に
村
方
に
命
じ
た
。
一
○
月
二
八
日
に
名
主
が
小
前
に
こ
の
こ
と
を

伝
え
る
と
、
小
前
は
下
米
一
二
六
俵
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
た
が
、

今
度
は
上
米
価
段
は
高
す
ぎ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
神
奈
川
宿
の
藤

兵
衛
も
入
札
金
額
は
両
に
一
石
五
斗
三
升
の
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
て
き
た
。
二
九
日
に
な
っ
て
、
藤
兵
衛
よ
り
倉
橋
氏
に
訂
正
願

い
が
出
さ
れ
る
が
、
倉
橋
氏
は
「
不
埒
」
と
し
て
と
り
あ
わ
ず
、
藤

兵
衛
は
や
む
な
く
落
札
相
場
で
、
払
い
米
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し

た
。
ま
た
南
加
瀬
村
の
名
主
も
小
前
の
願
い
を
取
り
次
い
だ
が
受
け

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
結
局
、
小
前
側
も
年
貢
を
請
け
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
名
主
は
年
貢
を
割
り
合
っ
て
、
納
入
が
開
始
さ
れ
た
。

し
か
し
実
際
、
納
入
が
開
始
さ
れ
る
と
、
不
満
が
高
ま
っ
た
。
一

一
月
二
日
、
辻
図
子
の
百
姓
彦
七
伜
角
五
郎
・
甚
左
衛
門
伜
富
士
之

助
が
金
納
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
原
の
庄
左
衛
門
に
呼
び
止
め
ら
れ

た
。
庄
左
衛
門
は
泥
図
子
の
も
の
が
再
度
名
主
へ
の
出
願
と
こ
れ
が

五
八
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認
め
ら
れ
な
い
場
合
の
領
主
へ
の
直
訴
を
計
画
し
て
い
る
の
で
、
金

納
に
応
じ
て
は
「
外
々
之
障
り
一
一
相
成
候
て
は
不
宜
候
間
、
見
合
可

致
」
と
伝
え
た
の
で
、
彼
ら
は
金
納
を
や
め
帰
宅
し
た
。
ま
た
三
日

の
朝
に
は
、
清
二
郎
・
金
蔵
・
武
兵
衛
・
藤
七
・
吉
左
衛
門
ら
が
、

金
納
の
日
延
べ
を
名
主
に
願
い
出
た
。
こ
の
前
後
と
思
わ
れ
る
が
、

村
役
人
側
も
、
一
九
名
の
上
納
遅
滞
の
百
姓
か
ら
詫
書
を
取
り
、
上

納
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
四
日
夜
に
な
っ
て
、
彦
七
家
で
風
呂
が
た
て
ら
れ

た
さ
い
に
、
居
合
わ
せ
た
彦
七
の
伜
角
五
郎
と
甚
左
衛
門
伜
富
士
之

助
、
情
五
郎
が
相
談
し
て
、
辻
図
子
で
も
触
れ
出
せ
ば
同
意
の
も
の

は
出
張
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
泥
図
子
の
安
左
衛
門
宅

へ
い
っ
て
様
子
を
問
い
合
わ
せ
た
。
こ
れ
が
契
機
に
な
っ
て
、
辻
・

泥
図
子
の
も
の
が
心
中
と
な
り
原
図
子
が
加
わ
っ
て
、
領
主
の
倉
橋

氏
の
江
戸
屋
敷
に
直
訴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
五
○
名
余
の
百

姓
が
五
日
の
夜
、
村
内
長
延
寺
の
薬
師
堂
に
集
ま
っ
て
、
議
定
を
行

な
い
名
主
宅
に
押
し
掛
け
た
。
名
主
は
願
い
は
取
り
次
ぐ
が
、
す
で

に
年
貢
金
納
を
請
け
た
こ
と
で
も
あ
り
、
成
功
は
難
し
い
と
小
前
を

説
得
し
た
の
で
、
小
前
側
は
予
定
通
り
、
長
延
寺
に
引
き
上
げ
、
一

旦
帰
宅
し
て
、
た
だ
ち
に
江
戸
へ
向
け
て
川
発
し
た
。
途
中
、
桐
ヶ

谷
の
茶
屋
で
休
息
を
と
り
、
訴
状
を
作
成
し
て
、
江
戸
に
は
い
り
、

虎
ノ
門
の
近
く
で
、
訴
状
を
参
加
者
に
読
糸
聞
か
せ
、
倉
橋
氏
の
屋

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

敦
に
い
た
っ
て
門
訴
し
た
。

百
姓
は
、
倉
橋
氏
の
屋
敷
内
に
収
容
さ
れ
た
の
か
、
門
前
で
交
渉

し
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
と
も
か
く
三
日
間
、
願
い
を
続
け

た
。
し
か
し
八
日
に
な
っ
て
、
あ
と
を
追
い
か
け
て
き
た
百
姓
代
や

江
戸
に
出
て
い
た
有
力
百
姓
の
掛
合
で
、
村
役
人
よ
り
願
い
を
取
り

下
げ
る
こ
と
に
し
て
帰
村
し
、
結
局
門
訴
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
取

調
の
宥
免
を
願
っ
て
、
百
姓
新
五
郎
が
倉
橋
氏
の
組
頭
や
勘
定
奉
行

所
の
御
帳
掛
り
に
出
訴
す
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
幕
府
の
と

り
あ
げ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
取
調
の
結
果
、
中

心
的
役
割
を
果
た
し
た
と
承
な
さ
れ
た
庄
左
衛
門
・
安
左
衛
門
・
彦

七
伜
角
五
郎
・
甚
左
衛
門
伜
富
士
之
助
の
四
名
が
手
鎖
の
上
、
押
込
、

宥
免
願
い
を
行
な
っ
た
新
五
郎
が
押
込
を
命
じ
ら
れ
、
参
加
し
た
四

六
名
の
百
姓
が
御
叱
り
の
処
分
を
受
け
、
一
件
は
と
も
か
く
終
息
を

見
た
の
で
あ
っ
た
。

風
聞
門
訴
一
件
の
発
端
は
、
原
の
百
姓
庄
左
衛
門
が
年
貢
金
納

に
出
か
け
た
辻
の
角
五
郎
と
富
士
之
助
を
止
め
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

角
五
郎
・
富
士
之
助
の
口
書
で
は
、
こ
の
と
き
庄
左
衛
門
は
、
泥
の

も
の
が
米
納
の
門
訴
を
す
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
差
障
り
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
見
合
わ
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
れ

三
風
聞
・
発
頭
人
・
重
立

五
九
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に
た
い
し
、
角
五
郎
ら
は
名
主
方
に
ま
ず
願
い
出
て
、
受
け
入
れ
ら

れ
な
け
れ
ば
、
江
戸
屋
敷
に
直
訴
す
る
の
が
よ
い
と
い
い
、
数
刻
話

し
合
っ
て
、
金
納
は
や
め
て
帰
っ
た
と
い
う
。

庄
左
衛
門
は
最
初
の
取
調
で
、
門
訴
を
す
る
と
い
っ
た
泥
の
百
姓

は
茂
右
衛
門
・
源
左
衛
門
・
新
太
郎
の
三
名
で
、
ま
た
安
左
衛
門
か

ら
も
不
満
を
聞
い
た
と
、
供
述
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
た
い
し
取

調
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
茂
右
衛
門
ら
三
名
は
、
’
一
月
一
日
に

名
主
宅
で
金
納
の
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
後
、
帰
り
に
名
主
宅
の
門
口

で
、
庄
左
衛
門
が
自
分
は
金
納
で
も
よ
い
が
各
々
は
難
儀
す
る
だ
ろ

う
と
い
う
の
で
、
米
を
売
っ
て
金
子
を
調
達
す
る
し
か
な
い
と
答
え

た
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
話
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
ま
た
安
左

衛
門
は
、
事
実
無
根
で
一
○
月
二
九
Ｈ
に
江
戸
へ
出
て
一
一
月
一
一
一
日

の
夜
に
帰
宅
し
、
四
日
も
庄
左
衛
門
に
あ
っ
て
い
な
い
と
述
べ
た
。

取
調
が
進
ん
だ
結
果
、
閏
二
月
に
な
る
と
庄
左
衛
門
は
茂
右
衛
門

ら
の
供
述
を
認
め
、
泥
の
門
訴
計
画
に
つ
い
て
は
「
承
り
候
儀
一
一
て

く
無
御
座
、
私
一
身
之
存
寄
ヲ
以
」
て
角
五
郎
ら
に
伝
え
、
安
左
衛

門
に
つ
い
て
も
事
件
後
の
こ
と
を
考
え
違
い
し
て
い
た
と
訂
正
し

た
。
庄
左
衛
門
は
「
私
儀
老
衰
仕
」
た
め
に
こ
の
よ
う
な
間
違
い
を

申
し
立
て
た
と
詫
び
た
の
で
あ
る
。

一
摸
の
取
調
に
あ
た
っ
て
、
参
加
者
が
自
ら
の
責
任
を
回
避
す
る

た
め
に
、
自
分
の
果
た
し
た
役
割
を
極
力
小
さ
く
供
述
し
、
証
言
が

法
政
史
学
第
四
十
三
号

矛
盾
す
る
こ
と
は
よ
く
ふ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
証
一
言
の
食

い
違
い
に
つ
い
て
も
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て

も
庄
左
衛
門
の
一
一
一
一
口
動
は
、
「
老
衰
」
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な

一
貫
性
に
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
の
宗
門
帳
で
は
、
庄
左
衛
門
は
死
去

し
て
い
て
年
齢
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
妻
は
六
二
歳
で

存
命
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
門
訴
一
件
当
時
、
妻
は
五
一
歳
で
、
庄

左
衛
門
は
五
○
歳
以
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
だ
記
憶
が
混

乱
す
る
ほ
ど
「
老
衰
」
す
る
年
齢
と
も
思
わ
れ
な
い
が
、
そ
の
後
、

角
五
郎
ら
が
泥
の
安
左
衛
門
へ
門
訴
を
問
い
合
わ
せ
に
行
っ
た
さ

い
、
泥
側
に
そ
の
準
備
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
供
述
が
一
致

し
て
い
る
。
庄
左
衛
門
は
、
角
五
郎
ら
の
金
納
を
止
め
て
お
き
な
が

ら
、
自
分
は
翌
日
金
納
を
済
ま
し
、
門
訴
に
も
参
加
し
た
。
原
図
子

は
、
泥
・
辻
と
は
こ
と
な
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
参
加
強
制
は
強
く
な
か

っ
た
。
し
か
し
庄
左
衛
門
は
最
初
、
伜
を
出
し
、
伜
が
印
形
を
と
り

に
長
延
寺
か
ら
も
ど
っ
て
く
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
向
ら
出
向
き
述
印
を

頼
ん
で
、
名
主
宅
へ
出
発
ま
で
、
百
桃
義
兵
衛
宅
で
酒
を
飲
ん
で
い

た
と
い
う
。
い
つ
ぽ
う
長
延
寺
で
は
一
部
に
、
発
頭
人
た
ち
と
並
ん

で
い
た
と
い
う
供
述
も
あ
る
。
ま
た
名
主
宅
に
向
か
っ
た
さ
い
は
、

頼
ま
れ
て
、
沢
吉
伜
龍
太
郎
と
と
も
に
、
願
い
の
口
上
を
述
べ
る
役

目
を
務
め
る
な
ど
、
そ
の
一
一
言
動
は
首
尾
一
貫
し
な
い
と
こ
ろ
が
多

六
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い
ｏ庄
左
衛
門
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
飢
饅
の
さ
い
の
夫
食

調
査
で
は
、
家
族
四
人
で
米
・
麦
各
一
俵
を
も
ち
一
応
、
夫
食
が
あ

る
百
姓
に
数
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
金
納
に
困
難
を
感
じ
な
い
と
い

う
ほ
ど
富
裕
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
庄
左
衛
門

が
自
分
の
期
待
を
多
分
に
こ
め
て
、
角
五
郎
ら
に
事
情
を
説
明
し
た

可
能
性
は
高
い
の
で
あ
る
。
庄
左
衛
門
と
角
五
郎
ら
の
話
し
合
い
は

「
数
刻
」
に
お
よ
ん
で
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
名
主
に
訴

え
た
後
、
直
訴
を
敢
行
す
る
と
い
う
一
件
の
基
本
構
造
が
現
わ
れ

た
。
と
す
る
と
南
加
瀬
村
の
門
訴
一
件
は
、
期
待
に
も
と
づ
い
た
不

確
か
な
風
聞
が
百
姓
の
話
し
合
い
の
中
で
、
真
実
味
を
お
び
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
相
互
交
流
の
過
程
を
へ
て
構
想
さ
れ
た
と
い
え
る
で

（
、
）

あ
ろ
う
。

発
頭
人
角
五
郎
ら
は
直
訴
計
画
の
情
報
を
え
た
も
の
の
、
た
だ
ち

に
、
門
訴
の
組
織
化
に
進
ん
だ
訳
で
は
な
く
、
四
日
ま
で
行
動
は
起

こ
さ
な
か
っ
た
。
四
日
の
夜
に
な
っ
て
、
彦
七
家
で
「
風
呂
相
建
候

節
」
に
、
居
合
わ
せ
た
彦
七
伜
の
角
五
郎
と
甚
左
衛
門
伜
富
士
之

助
、
情
三
郎
が
話
し
合
い
「
当
組
之
義
も
、
一
統
え
触
出
候
〈
、
同

意
之
者
は
罷
出
可
申
」
と
な
っ
た
こ
こ
か
ら
、
門
訴
へ
向
け
て
の
具

体
的
行
動
が
開
始
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
ま
ず
辻
図
子
の
惣
右
衛
門
宅

で
伜
の
千
代
松
に
同
道
を
も
と
め
、
続
い
て
善
兵
衛
に
も
呼
び
か

近
世
村
落
の
結
合
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

け
、
途
中
新
左
衛
門
に
出
会
っ
た
の
で
こ
れ
を
加
え
て
泥
図
子
に
向

っ
た
。
泥
図
子
で
は
安
左
衛
門
宅
を
訪
れ
て
、
計
画
を
尋
ね
た
。
安

左
衛
門
は
一
○
月
二
九
日
よ
り
江
戸
に
出
て
い
て
、
三
日
の
夜
帰
宅

し
た
ば
か
り
な
の
で
、
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
角
五
郎
ら
よ
り

頑
訴
計
画
を
聞
い
て
「
私
組
内
之
義
も
、
触
次
差
出
し
一
同
承
知
一
一

候
（
、
、
長
延
寺
薬
師
堂
え
五
日
夜
寄
合
候
」
と
答
え
、
翌
日
に
な

っ
て
門
訴
の
具
体
的
行
動
が
開
始
さ
れ
た
。

以
上
の
経
過
か
ら
、
途
中
で
辻
図
子
の
一
行
に
出
会
っ
て
同
道
を

求
め
ら
れ
た
新
左
衛
門
を
除
い
て
、
二
月
四
日
の
夜
の
関
係
者
を

門
訴
の
発
頭
人
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
彼
ら
の
性
格
を
検

討
す
る
と
、
彼
ら
は
何
れ
も
村
役
人
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
彦
七
家

に
「
居
合
」
わ
せ
た
と
い
う
一
一
一
名
は
、
門
訴
一
件
の
さ
い
は
二
五
歳

の
同
年
で
、
一
一
名
が
ま
だ
家
督
を
継
い
で
は
い
た
か
っ
た
が
、
三
名

と
も
妻
子
を
す
で
に
も
っ
て
い
た
。
彦
七
家
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
飢
鰹
の
さ
い
の
調
査
で
は
、
甚

左
衛
門
家
は
売
る
だ
け
の
米
穀
を
も
ち
、
清
三
郎
家
は
飯
米
を
確
保

し
て
い
た
。
彦
七
家
に
つ
い
て
も
風
呂
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
比

較
的
余
力
の
あ
る
家
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
泥
図
子
の
安
左
衛
門
は
風
呂
を
も
ち
な
が
ら
、
こ
の
年
の
調
査
で

は
、
飯
米
の
な
い
も
の
の
項
に
あ
が
る
の
で
一
概
に
は
い
え
な
い
。

三
名
は
同
年
で
、
境
遇
も
似
て
い
た
か
ら
、
相
当
気
安
い
仲
で
あ
っ

一ハ一
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た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
ら
が
、
泥
図
子
の
安
左
衛
門
宅
へ
の
同
道

を
求
め
た
惣
右
衛
門
伜
千
代
松
と
善
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
惣
右
衛
門

家
は
夫
食
が
あ
り
、
善
兵
衛
は
わ
ず
か
一
一
一
斗
で
あ
る
が
販
売
で
き
る

食
料
が
あ
る
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
千
代
松
も
善
兵
衛
も
当
時
一
一
一
三

歳
で
角
五
郎
ら
よ
り
一
段
高
年
齢
で
あ
っ
た
。
泥
図
子
の
安
左
衛
門

は
三
九
歳
で
、
一
一
五
歳
の
角
五
郎
ら
が
話
を
つ
け
る
に
は
、
千
代
松

や
善
兵
衛
の
仲
介
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
安
左
衛
門
に
つ

い
て
は
、
そ
の
性
格
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
辻
図
子
の
も
の
が
彼

に
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
泥
図
子
を
と
り
ま
と
め
る
こ

と
の
で
き
る
人
物
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
彼
は

村
役
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
翌
日
触
次
を
し
て
泥
図
子
の
も
の
を
動

員
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

重
立
一
摸
に
お
い
て
は
、
発
頭
人
と
重
立
が
同
じ
で
な
い
こ
と

が
、
よ
く
見
ら
れ
た
。
発
頭
人
は
一
摸
の
組
織
者
で
は
あ
る
が
、
一

撲
勢
が
い
っ
た
ん
蜂
起
す
れ
ば
、
｜
撰
集
団
ｎ
体
の
論
理
が
機
能
し

て
新
た
に
重
立
が
現
れ
、
｜
摸
を
指
導
し
た
。
南
加
瀬
村
の
門
訴
一

件
で
も
同
様
な
事
態
が
現
わ
れ
て
い
る
。
門
訴
を
呼
び
か
け
た
発
頭

人
は
、
辻
の
彦
七
伜
角
五
郎
・
甚
左
衛
門
伜
富
士
之
助
・
清
二
郎
と

泥
の
安
左
衛
門
で
、
こ
れ
に
風
聞
を
な
が
し
た
原
の
庄
左
衛
門
を
加

え
た
も
の
が
発
端
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
た
い
し
、
安
左
衛
門
宅
の
寄
合
、
長
延
寺
寄
合
の
過
程

法
政
史
学
第
四
十
三
号

で
、
ま
ず
泥
の
平
内
が
重
立
と
し
て
表
面
に
押
し
出
さ
れ
て
き
た
。

平
内
は
頭
痛
で
、
伜
を
出
し
た
が
安
左
衛
門
に
強
要
さ
れ
て
、
自
ら

同
人
宅
へ
出
向
き
、
そ
の
要
求
で
、
泥
の
連
判
状
を
書
か
さ
れ
た
。

ま
た
長
延
寺
寄
合
で
も
、
泥
・
辻
・
原
の
連
判
状
を
書
き
、
門
訴
の

途
中
、
桐
ヶ
谷
村
で
休
息
し
た
さ
い
、
門
訴
の
趣
意
を
述
べ
た
口
上

書
下
書
を
書
い
て
、
虎
ノ
門
の
前
で
参
加
者
へ
読
み
聞
か
せ
て
い

る
。
ま
た
沢
吉
伜
龍
太
郎
は
、
長
延
寺
の
寄
合
で
名
主
方
へ
の
申
し

立
て
を
依
頼
さ
れ
、
庄
左
衛
門
と
一
緒
に
交
渉
を
行
な
っ
た
。
そ
し

て
桐
ヶ
谷
村
で
門
訴
の
口
上
書
が
書
か
れ
る
と
こ
れ
を
預
か
り
、
倉

橋
氏
の
屋
敷
で
は
口
上
書
を
差
し
出
し
て
い
る
。

平
内
・
沢
吉
伜
龍
太
郎
は
、
い
ず
れ
も
門
訴
勢
が
結
集
し
た
後

で
、
重
立
と
し
て
前
面
に
出
て
き
た
し
の
た
ち
で
あ
る
。
平
内
家

は
、
寛
政
期
よ
り
文
化
期
ま
で
名
主
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
っ
た
。
天

保
五
年
（
一
八
一
一
一
四
）
の
調
査
で
は
、
家
族
五
人
で
米
麦
各
一
俵
の

夫
食
を
も
っ
て
い
る
が
、
家
勢
は
衰
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
件

の
さ
い
の
当
主
は
養
子
で
立
場
が
弱
く
、
大
勢
に
逆
ら
っ
て
参
加
を

拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
弁
解
し
て
い
る
が
、
発
頭
人
た

ち
は
彼
を
重
立
に
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
た

と
い
え
る
。
ま
た
そ
の
文
筆
能
力
も
当
て
に
さ
れ
た
が
、
桐
ヶ
谷
村

で
領
主
に
提
出
す
る
口
上
書
を
書
い
た
と
き
は
、
悪
筆
な
の
で
居
合

わ
せ
た
も
の
に
清
書
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
沢
吉
伜
龍
太
郎
に
つ

｛ ハ一
一
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風
呂
立
て
門
訴
の
具
体
的
行
動
が
、
彦
七
家
の
風
呂
に
入
り
に
き

た
同
輩
の
も
の
の
話
し
合
い
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
百

姓
の
日
常
生
活
で
の
結
合
の
あ
り
方
と
門
訴
と
の
か
か
わ
り
を
示
し

て
興
味
深
い
。
五
日
の
長
延
寺
の
寄
合
に
先
立
っ
て
、
泥
図
子
で
は

い
て
は
、
最
初
、
辻
の
発
頭
人
た
ち
は
、
龍
太
郎
に
依
頼
し
て
、
名

主
へ
の
申
し
立
て
や
倉
橋
氏
へ
の
門
訴
の
口
上
書
の
提
出
を
行
な
っ

た
と
述
べ
た
が
、
や
が
て
そ
れ
は
「
余
人
」
へ
難
儀
を
か
げ
な
い
た

め
で
、
「
私
共
よ
り
、
相
頼
候
義
、
毛
頭
無
御
座
侯
」
と
否
定
し
て

お
り
、
本
人
が
ど
の
程
度
、
積
極
的
に
一
件
に
関
与
し
て
い
た
か

は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
沢
古
家
も
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
に
は

組
頭
を
勤
め
て
お
り
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
調
査
で
は
、
八

俵
二
斗
の
販
売
す
る
食
料
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
一
件
の
時
の
当
主

は
、
平
内
の
伯
父
に
あ
た
り
、
江
戸
に
出
て
い
て
不
在
で
あ
っ
た

が
、
事
件
を
聞
い
て
百
姓
の
帰
村
に
努
め
て
お
り
、
有
力
な
人
物
で

あ
っ
た
。
そ
の
伜
と
し
て
、
龍
太
郎
は
名
主
・
領
主
と
の
交
渉
な
ど

に
、
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
門
訴
勢
の
結
集
の
後
に
、
重
立
と
し
て
現
わ
れ
た
あ

の
た
ち
は
、
村
役
人
を
勤
め
た
家
柄
で
、
そ
の
家
柄
の
高
さ
か
ら
く

る
社
会
的
能
力
の
故
に
、
重
立
に
な
っ
た
の
だ
と
い
え
る
。

四
風
呂
立
て
・
言
継
ぎ
・
百
姓
仲
間

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

百
姓
が
安
左
衛
門
家
に
集
ま
っ
た
が
、
こ
の
さ
い
同
家
で
も
風
呂
が

た
て
ら
れ
た
。
百
姓
武
兵
衛
は
「
安
左
衛
門
へ
風
呂
相
建
候
二
付
、

参
り
候
て
休
居
候
処
、
当
組
之
者
追
々
参
り
」
と
門
訴
に
参
加
し
た

事
情
を
述
べ
て
い
る
。
風
呂
に
入
り
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
一
件
に
巻

き
込
ま
れ
た
と
い
う
の
は
、
武
兵
衛
の
言
い
訳
で
あ
ろ
う
が
、
彼
が

日
常
、
安
左
衛
門
宅
に
風
呂
を
貰
い
に
い
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
と

思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
安
左
衛
門
は
、
門
訴
で
し
ば
ら
く
帰
宅
で
き

な
い
こ
と
を
予
測
し
て
、
風
呂
を
た
て
、
日
頃
、
貰
い
に
く
る
し
の

も
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

風
呂
を
た
て
る
と
、
周
囲
の
親
し
い
も
の
が
貰
い
に
き
、
風
呂
あ

が
り
に
世
間
話
が
行
な
わ
れ
る
。
風
呂
は
こ
う
し
た
百
姓
相
互
の
情

報
交
換
や
交
流
の
場
で
も
あ
っ
た
が
、
南
加
瀬
村
の
門
訴
一
件
の
場

合
、
こ
れ
が
門
訴
へ
の
転
機
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

風
呂
の
施
設
が
、
近
世
後
期
の
江
戸
周
辺
の
農
村
に
ど
れ
く
ら
い

あ
っ
た
か
、
ま
た
そ
の
利
用
状
況
が
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
判
然
と
し
な
い
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
武
蔵
国
埼

玉
郡
下
蓮
田
村
で
は
、
七
六
戸
中
二
二
戸
に
「
湯
場
」
の
施
設
が
あ

（
ｕ
）

っ
た
。
村
の
総
戸
数
の
約
一
二
○
％
が
風
呂
の
施
設
を
も
っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
そ
の
特
徴
を
見
る
と
、
一
寺
と
名
主
の
家
一
軒
は
湯
場

が
母
屋
に
構
造
的
に
組
糸
込
ま
れ
て
い
る
が
、
他
は
土
間
の
外
に
お

か
れ
た
馬
屋
に
付
属
し
て
い
る
も
の
が
一
七
例
、
土
間
の
外
に
直
接

一〈
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付
属
し
て
い
る
の
が
三
例
と
、
母
屋
の
外
に
付
属
す
る
も
の
が
多
か

っ
た
。
ま
た
家
屋
が
大
き
い
も
の
に
湯
場
が
あ
る
と
は
限
ら
な
か
っ

た
。
湯
場
の
施
設
が
無
く
と
も
、
湯
を
沸
か
し
て
土
間
や
屋
外
で
湯

に
入
る
こ
こ
は
で
き
る
の
で
、
湯
場
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
火
事
へ
の
配
慮
や
労
働
の
内
容
な
ど
が
、
湯
場
を
建

築
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
、
関
係
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

風
呂
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
長
塚
節
の
小
説
『
士
』
に
そ
の
描
写

（
、
）

が
あ
る
。
「
士
』
は
明
治
四
一
二
年
（
一
九
一
○
）
に
「
東
京
朝
日
新

聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
で
、
長
塚
節
の
故
郷
で
あ
る
常
陸
の
鬼
怒

川
ぞ
い
の
農
村
の
明
治
後
半
期
の
状
況
を
写
実
的
に
描
い
た
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
貧
し
い
小
作
人
の
主
人
公
の
妻
が
子
供
を
つ
れ

て
、
東
隣
の
地
主
の
主
人
の
家
へ
風
呂
を
貰
い
に
行
っ
て
い
る
場
面

が
あ
る
。
主
人
公
の
妻
は
、
地
主
の
家
は
遠
慮
が
あ
る
の
で
、
い
つ

も
は
少
し
遠
く
と
も
他
の
家
に
行
く
の
だ
が
、
そ
の
日
は
、
二
一
一
一
軒

歩
い
て
ゑ
て
も
、
ど
の
家
に
も
風
呂
が
立
た
な
い
の
で
、
し
か
た
な

く
主
人
の
家
に
行
っ
た
と
い
う
。
風
呂
を
貰
う
家
は
、
主
家
・
隣
家

な
ど
に
特
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
数
軒
の
気
安
い
関
係
の

家
を
あ
て
に
し
て
行
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
富
裕
な
地
主
は
と

も
か
く
、
普
通
の
百
姓
の
家
で
、
毎
日
風
呂
を
立
て
る
こ
と
は
難
し

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
頼
永
や
す
い
家
を
数
軒
も
っ
て
い
る
必

要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
村
内
に
風
呂
の
施
設
が
多
く
な
れ

法
政
史
学
第
四
十
三
号

ぱ
、
そ
の
関
係
も
主
家
の
支
配
か
ら
比
較
的
自
由
な
し
の
に
な
っ
た

に
違
い
な
い
。
彦
七
家
の
風
呂
が
立
っ
た
さ
い
に
、
若
い
同
輩
の
も

の
が
門
訴
の
相
談
を
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
風
呂
を
め
ぐ
る
社
会

関
係
が
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

言
継
ぎ
と
押
し
掛
け
門
訴
の
動
員
は
、
図
子
ご
と
に
行
な
わ
れ
た

が
、
そ
の
方
法
は
言
継
ぎ
と
押
し
掛
け
と
に
分
け
ら
れ
る
。
史
料
に

（
⑬
）

よ
っ
て
、
こ
れ
を
復
一
兀
し
て
承
る
と
、
図
２
の
よ
う
に
な
る
。
原
図

子
に
つ
い
て
は
、
門
訴
の
中
心
人
物
が
い
な
か
っ
た
た
め
か
、
だ
れ

が
図
子
に
属
す
る
百
姓
か
、
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
が
、
大
体
の

傾
向
は
読
承
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
門
訴
で
は
、
泥
図
子
は
一
一
一
一
口
継
ぎ

に
よ
り
動
員
を
行
い
、
お
そ
ら
く
、
原
図
子
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
辻
図
子
で
は
、
発
頭
人
た
ち
が
「
大
勢
」
で
一
戸
ず

つ
ま
わ
っ
て
、
参
加
を
強
要
す
る
押
し
掛
け
に
よ
る
動
員
を
行
な
っ

た
。言
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
泥
図
子
の
場
合
が
実
態
を
よ
く
伝
え
て
い

る
の
で
、
こ
の
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
泥
の
安
左
衛

門
は
、
二
月
四
日
の
夜
、
辻
の
角
五
郎
ら
か
ら
申
し
入
れ
が
あ
る

と
、
翌
五
日
の
朝
、
隣
家
の
新
太
郎
に
相
談
し
た
。
新
太
郎
は
．

同
之
義
一
一
候
〈
、
承
知
」
と
答
え
た
の
で
、
組
内
に
「
触
次
」
を
出

す
こ
と
に
し
た
。
触
次
の
方
法
は
、
口
頭
で
家
継
ぎ
に
用
件
を
伝
え

（
Ⅲ
）

る
も
の
で
、
「
一
一
一
一
口
継
」
と
称
し
て
い
る
。
安
左
衛
門
か
ら
出
た
一
一
一
一
口
継

二一

／、

四
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門訴の組織過程
●

②泥

図２

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

①泥 ③不明

安左衛門

｜昼，ﾂ時(?）
△▲新太郎

｜×<隣家>昼5ﾂ時
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７
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５
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一
畠
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后
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千
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ゼ
仁
吊
匹
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） 泥
ハ●龍太郎

安
左
衛
門
宅

一
Ⅱ
月
４
日
夜

（沢吉伜）

○嘉左衛門
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鵠
嗣
一
榊

▲吉兵衛

●孫三郎

●五左衛門

●半右衛門

▲源蔵

帰属不明の門訴参加者

▲清吉▲新兵衛▲喜八

〈記号〉

○…窪地持ちでないもの
●…金納済のあの
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×…伜による言継ぎ
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月
５
日
夜

六
五

(雨濫鍋軋昌臓雪雲譲受け）
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ぎ
は
、
①
の
よ
う
に
次
々
と
一
○
名
に
伝
え
ら
れ
た
。
泥
図
子
に
所

属
し
て
い
た
②
の
吉
左
衛
門
・
武
兵
衛
に
つ
い
て
も
、
誰
か
ら
伝
え

ら
れ
た
か
、
言
継
ぎ
関
係
が
復
元
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
、
安
左
衛

門
か
ら
出
た
伝
達
経
路
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
③
に
つ
い
て
は
所

属
を
知
る
手
が
か
り
は
な
く
、
④
。
⑤
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
原
図

子
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
。

①
で
は
安
左
衛
門
か
ら
平
内
ま
で
は
「
隣
家
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
、
言
継
ぎ
は
隣
家
関
係
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
。
も
っ
と
も

民
俗
学
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
単
純
に
そ
の
家
の
隣
が
隣
家
な
の
で
は

な
く
、
言
継
ぎ
の
順
が
隣
家
と
意
識
さ
れ
、
こ
れ
を
基
準
に
隣
家
の

共
同
組
織
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
か
ら
、
必
ず
し
も
地

理
的
な
関
係
で
は
な
か
っ
た
。

言
継
が
れ
た
内
容
は
藤
七
の
口
書
き
に
は
「
悪
米
願
之
義
ヲ
名
主

方
迄
相
願
、
若
取
用
無
之
候
〈
、
、
御
屋
敷
様
へ
願
出
候
積
り
、
尤

夜
一
一
入
、
長
延
寺
薬
師
堂
え
寄
合
名
主
方
へ
参
り
候
由
、
申
来
た
り

候
」
と
あ
り
、
安
左
衛
門
と
辻
図
子
の
角
五
郎
ら
と
の
話
し
合
い
に

そ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
の
平
内
の
口
書
き
で
は
「
晩
程
、
悪

米
願
二
付
、
役
元
迄
参
り
、
若
聞
届
ヶ
無
之
侯
〈
、
、
御
屋
敷
様
え

御
願
可
申
上
由
」
と
な
っ
て
い
る
。
長
延
寺
寄
合
の
項
が
な
い
が
、

こ
れ
は
平
内
か
ら
次
の
も
の
へ
は
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、
省
略
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
に
は
、
藤
七
が
言
継
が
れ
た
内
容

法
政
史
学
第
四
十
三
号

が
、
伝
わ
っ
て
い
る
。
い
つ
ぽ
う
金
蔵
は
「
晩
方
印
形
持
参
―
―
て
、

長
延
寺
へ
寄
合
可
申
」
と
平
内
か
ら
言
継
が
れ
、
さ
ら
に
八
郎
兵
衛

は
金
蔵
か
ら
「
印
形
持
参
―
―
て
、
長
延
寺
寄
合
、
尤
安
左
衛
門
落
合

之
積
り
」
と
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
悪
米
願
の
項
が
消
え
、
印
形
持

参
と
安
左
衛
門
方
落
合
い
の
項
日
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。

印
形
の
必
要
に
つ
い
て
は
、
安
左
衛
門
の
口
書
に
よ
れ
ば
、
五
日

の
朝
、
新
太
郎
と
相
談
し
て
触
次
を
出
し
た
後
、
辻
図
子
の
角
五
郎

ら
か
ら
、
辻
図
子
が
爪
印
の
連
判
を
と
っ
た
と
聞
き
、
「
私
組
内
之

義
も
、
連
印
―
―
て
取
極
可
申
」
と
答
え
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
角
五
郎
ら
は
「
名
主
方
え
参
り
掛
け
、
印
形
持
参
―
―

て
、
長
延
寺
薬
師
堂
え
一
同
相
揃
可
申
」
と
安
左
衛
門
か
ら
伝
え
ら

れ
た
と
し
て
お
り
、
ま
っ
た
く
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
安
左
衛
門
の

口
書
を
信
じ
れ
ば
、
印
形
持
参
の
項
は
言
継
ぎ
の
途
中
で
、
そ
の
必

要
が
起
き
て
、
追
加
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
と
い
え
る
し
、
角
五
郎
ら

の
口
書
に
し
た
が
え
ば
、
初
め
か
ら
言
継
ぎ
の
内
容
に
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
印
形
に
つ
い
て
は
、
新
太
郎
の
口
書
に
は
記
述
が

な
い
が
、
藤
七
は
安
左
衛
門
か
ら
連
判
を
求
め
ら
れ
て
、
向
宅
へ
取

り
に
一
民
っ
て
い
る
し
、
平
内
も
持
参
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
金

蔵
・
八
郎
丘
〈
衛
は
印
形
持
参
で
出
か
け
て
い
る
。
言
継
ぎ
の
発
生
源

に
近
い
も
の
が
印
形
を
持
参
せ
ず
、
遠
い
も
の
が
持
参
し
た
と
い
う

こ
と
は
、
途
中
で
、
こ
の
項
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

一ハーハ
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い
つ
ぽ
う
安
左
衛
門
宅
で
落
ち
合
う
と
い
う
件
に
つ
い
て
、
安
左

衛
門
は
自
然
と
集
ま
っ
た
と
い
い
、
自
分
が
言
継
ぎ
で
組
織
し
た
の

で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
新
太
郎
は
本
当
に
知
ら
な
か
っ
た
ら
し

く
、
安
左
衛
門
が
遅
い
の
で
迎
え
に
行
く
と
、
す
で
に
出
た
後
だ
っ

た
。
隣
家
で
行
き
違
う
こ
と
も
考
え
に
く
い
の
で
、
お
そ
ら
く
長
延

寺
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤
七
も
長
延
寺
へ
行
こ
う
と
し
て
、

安
左
衛
門
宅
前
で
呼
び
込
ま
れ
た
と
い
い
、
平
内
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
新
太
郎
・
藤
七
・
平
内
の
三
名
は
、
安
左
衛
門
方
で

落
ち
合
う
こ
と
を
言
継
が
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

安
左
衛
門
方
で
の
落
合
い
の
項
に
つ
い
て
は
、
安
左
衛
門
が
と
く

に
指
示
し
な
く
と
も
、
言
継
が
れ
て
い
る
間
に
、
長
延
寺
に
出
か
け

る
途
中
で
、
同
人
宅
に
立
ち
寄
っ
て
様
子
を
聞
い
て
行
こ
う
と
い
う

合
意
が
生
ま
れ
、
追
加
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

点
で
は
、
悪
米
願
の
手
順
が
省
略
さ
れ
て
行
く
の
と
、
逆
に
安
左
衛

門
宅
で
の
落
ち
合
う
項
が
生
じ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
単

に
史
料
記
載
の
不
備
な
の
で
は
な
く
、
悪
米
願
の
手
順
ま
で
、
正
確

に
口
頭
で
伝
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
悪
米
願
の
項
が
次
第

に
省
略
さ
れ
、
替
わ
り
に
言
継
ぎ
の
出
所
で
あ
る
安
左
衛
門
宅
へ
、

出
が
け
に
立
ち
寄
っ
て
事
情
を
確
か
め
て
行
く
と
い
う
項
が
生
じ
た

た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

言
継
ぎ
で
確
実
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
内
容
が
、
普
通
、
日
時

と
会
合
場
所
だ
け
と
い
っ
た
、
か
な
り
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

（
旧
）

い
こ
と
は
、
経
験
者
か
ら
の
聞
き
取
り
で
も
わ
か
る
。
こ
う
し
た
事

件
の
さ
い
の
言
継
ぎ
で
は
、
一
一
一
一
口
継
ぐ
あ
の
同
士
が
相
互
に
相
談
を
し

た
り
、
情
報
を
交
換
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
あ
る
程
度
、
追
加

や
内
容
の
変
更
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
言
継
ぎ
の
伝
達
手
段
と
し
て
の
特
質
か
ら
、
解
か
れ
る
べ

き
問
題
で
あ
る
。

原
図
子
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
④
と
⑤
に
、
原

図
子
と
思
わ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
④
で
は
、
与
三
郎
が

「
途
中
」
で
金
右
衛
門
よ
り
「
泥
・
辻
一
同
長
延
寺
寄
合
之
由
」
を

聞
い
て
、
弥
右
衛
門
・
郷
右
衛
門
へ
言
継
ぎ
を
行
な
っ
て
い
る
。
口

書
が
供
述
に
比
較
的
近
い
と
す
る
と
、
「
泥
・
辻
」
と
述
べ
て
い
る

以
上
、
与
三
郎
は
そ
れ
以
外
の
図
子
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
に

な
っ
た
発
言
と
い
え
る
。
金
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
辻
の
角
五
郎
か

ら
「
悪
米
願
之
義
、
ど
ぶ
―
―
て
〈
取
極
候
由
」
と
伝
え
ら
れ
た
と
い

い
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
金
左
衛
門
が
ど
の
図
子
に
属
す
る
か
は
っ
き

り
し
な
い
。
し
か
し
辻
図
子
の
動
員
は
言
継
ぎ
で
は
な
く
、
大
勢
で

押
し
掛
け
て
同
意
を
求
め
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
金
左
衛
門
は
、

原
図
子
に
属
し
た
た
め
、
角
五
郎
は
連
絡
を
す
る
に
と
ど
め
た
の
で

あ
ろ
う
。
⑤
で
は
五
郎
右
衛
門
の
口
書
に
「
悪
米
願
義
、
辻
図
子
一
一

六
七
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て
〈
、
有
増
取
極
候
趣
」
と
甚
右
衛
門
よ
り
彦
右
衛
門
を
へ
て
、
言

継
が
れ
、
「
近
所
え
咄
し
呉
候
」
と
頼
ま
れ
た
と
い
う
。
と
す
る
と

や
は
り
、
⑤
も
原
図
子
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

言
継
ぎ
の
担
い
手
と
速
度
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
担
い
手
で
は
、
当

主
で
は
な
く
伜
が
多
く
言
継
ぎ
に
出
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

門
訴
に
つ
い
て
も
、
伜
が
代
理
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
来

は
当
主
が
出
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
⑤

の
彦
右
衛
門
の
よ
う
に
、
言
継
ぎ
は
伜
に
命
じ
て
、
門
訴
に
は
自
分

で
出
か
け
る
と
い
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
日
常
的
に
は
、
言
継
ぎ
は

適
当
な
年
齢
に
達
し
た
も
の
が
家
内
に
い
れ
ば
、
そ
の
も
の
が
行
く

こ
と
が
多
く
、
必
ず
し
も
当
主
で
あ
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

い
つ
ぽ
う
一
一
一
日
継
ぎ
の
速
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い

う
点
を
示
す
記
事
が
断
片
的
な
が
ら
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
①
の
泥

図
子
の
場
合
、
新
太
郎
か
ら
藤
七
へ
一
一
一
一
口
継
が
れ
た
の
が
、
朝
の
五
シ

時
（
八
時
頃
）
で
、
平
内
・
金
蔵
へ
は
四
シ
時
（
一
○
時
頃
）
と
な

っ
て
お
り
、
大
体
二
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
（
安
左
衛
門
よ
り
新

太
郎
へ
の
言
継
ぎ
が
昼
九
ッ
時
と
い
う
の
は
誤
記
と
思
わ
れ
る
。
）
。

ま
た
④
。
⑤
へ
情
報
が
伝
わ
っ
た
の
は
も
っ
と
遅
か
っ
た
よ
う
で
、

④
で
は
金
右
衛
門
が
角
五
郎
か
ら
情
報
を
え
た
の
は
、
昼
の
九
シ
時

（
正
午
頃
）
で
、
与
三
郎
を
へ
て
弥
右
衛
門
に
言
継
が
れ
た
の
が
、

法
政
史
学
第
四
十
三
号

夜
の
四
シ
時
二
○
時
頃
）
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
⑤
で
は
五
郎
左

衛
門
に
一
一
一
一
口
継
が
れ
た
の
は
、
午
後
の
八
シ
時
（
二
時
頃
）
で
あ
っ
た
。

一
一
一
一
口
継
ぎ
の
伝
達
強
制
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
の
場
合
の
言
継
ぎ

は
、
あ
ら
か
じ
め
江
戸
屋
敷
へ
の
門
訴
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
非
合

法
な
内
容
で
あ
っ
た
。
正
確
に
伝
え
ら
れ
な
く
と
も
、
お
そ
ら
く
受

け
手
は
そ
れ
を
期
待
し
て
い
た
し
、
事
態
が
そ
こ
ま
で
成
熟
し
な
け

れ
ば
、
門
訴
の
呼
掛
け
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
実
行
に
は
い
た
ら

な
い
。
非
合
法
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
な
が

ら
、
門
訴
に
た
い
し
利
害
が
同
じ
で
な
い
人
び
と
の
間
を
言
継
ぎ
は

伝
達
さ
れ
て
行
く
。
そ
の
場
合
、
言
継
ぎ
が
止
め
ら
れ
た
り
、
村
役

人
な
り
領
主
な
り
に
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
①
で
は
八
郎
兵
衛
・
新
八
は
窪
地
持
ち
の
百
姓
で
は
な

か
っ
た
が
、
言
継
ぎ
を
行
い
、
や
は
り
窪
地
持
ち
で
な
い
字
兵
衛
で

止
ま
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
門
訴
に
は
参
加
し
て
い
る
。
同
様
な
例
は

④
に
も
あ
る
。
ま
た
⑤
の
喜
右
衛
門
は
門
訴
に
は
参
加
し
な
か
っ
た

が
、
一
一
一
一
口
継
ぎ
は
行
な
っ
て
い
る
。
門
訴
に
は
参
加
し
な
く
と
も
、
一
一
一
一
口

継
ぎ
を
止
め
る
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
の
は
、
言
継
ぎ
の
も
つ
日
常

的
な
伝
達
強
制
力
が
こ
う
し
た
非
常
の
事
態
の
さ
い
に
も
、
発
揮
さ

れ
た
例
で
あ
ろ
う
。
泥
図
子
で
は
機
能
し
た
伝
達
強
制
力
も
、
原
図

子
で
は
次
第
に
弱
ま
っ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

残
念
な
が
ら
、
そ
の
境
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

六
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言
継
ぎ
の
伝
達
経
路
の
解
放
性
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

経
験
者
よ
り
の
聞
き
取
り
で
は
、
通
常
誰
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
発
す

る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
は
な
く
、
出
発
の
家
が
決
ま
っ
て
い
た
。
最

初
の
家
は
年
番
で
替
わ
っ
て
い
く
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
言

継
ぎ
の
伝
達
手
段
と
し
て
の
性
格
か
ら
見
て
、
伝
達
経
路
の
利
用
は

平
常
は
あ
る
程
度
、
閉
鎖
性
が
あ
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
一
件
に

あ
た
っ
て
は
、
泥
の
安
左
衛
門
の
場
合
は
、
辻
か
ら
安
左
衛
門
を
あ

て
に
し
て
問
い
合
わ
せ
に
言
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
あ
た
る
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
⑤
の
五
郎
右
衛
門
の
場
合
の
、
「
近
所
え
咄

し
呉
候
」
と
い
う
の
は
、
一
一
一
一
口
継
ぎ
の
伝
達
経
路
を
日
常
の
手
順
で
利

用
し
た
の
で
は
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
’
一
一
一
口
継
ぎ
は
本
来
は
、

伝
達
経
路
が
一
つ
に
定
ま
っ
て
お
り
、
不
特
定
を
対
象
に
す
る
こ
と

ば
な
い
。
伝
達
経
路
が
不
特
定
な
対
象
に
拡
散
し
て
行
っ
た
場
合
、

伝
達
強
制
力
が
低
下
し
、
言
継
ぎ
の
性
格
は
次
第
に
失
わ
れ
て
行
く

と
い
っ
て
よ
い
。
そ
う
し
た
状
況
で
の
伝
達
方
法
が
、
原
図
子
で
の

「
近
所
へ
咄
Ｌ
呉
候
」
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
非
日
常
的
な
場
合
、
両
者
が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
う
る
だ

ろ
う
。い
つ
ぽ
う
辻
図
子
で
は
、
押
し
掛
け
方
式
に
よ
る
動
員
が
行
な
わ

れ
た
。
角
五
郎
ら
は
二
月
五
日
の
朝
に
な
っ
て
、
同
志
を
募
っ

て
、
図
子
内
に
参
加
を
求
め
て
回
っ
た
。
与
右
衛
門
の
口
書
で
は
、

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

ま
だ
寝
て
い
る
と
こ
ろ
へ
き
て
、
参
加
を
求
め
た
。
与
右
衛
門
は
最

初
は
断
わ
っ
た
が
、
是
非
に
と
い
わ
れ
て
「
同
人
と
一
同
組
内
へ
相

咄
」
た
と
い
う
。
ま
た
嘉
左
衛
門
・
吉
兵
衛
宅
に
は
、
角
五
郎
・
富

士
之
助
・
清
一
―
一
郎
そ
の
ほ
か
一
同
が
、
「
泥
―
―
て
ば
有
増
取
極
り
候

趣
」
を
話
し
て
行
っ
た
。
い
つ
ぽ
う
孫
三
郎
・
五
左
衛
門
・
半
右
衛

門
ら
の
金
納
の
済
ん
で
い
た
も
の
に
は
、
朝
は
そ
の
件
を
尋
ね
た
だ

け
で
帰
っ
た
が
、
夜
に
な
っ
て
、
再
び
大
勢
で
押
し
掛
け
て
参
加
を

強
要
し
た
。
こ
の
さ
い
大
勢
に
加
わ
っ
て
い
た
の
は
、
朝
は
角
五

郎
・
富
士
之
助
・
清
一
｜
一
郎
・
善
兵
衛
・
千
代
松
（
惣
右
衛
門
伜
）
・

万
吉
・
惣
七
の
七
名
、
夜
は
こ
れ
に
源
太
郎
・
嘉
左
衛
門
・
龍
太
郎

（
沢
吉
伜
）
が
入
っ
て
一
○
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。

言
継
ぎ
に
た
い
し
押
し
掛
け
方
式
は
、
動
員
が
確
実
で
す
ば
や
い

こ
と
か
ら
、
一
侯
で
は
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
辻
の
場

合
、
そ
れ
だ
け
で
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。
泥
の
場
合
、
悪
米
願
い
へ

の
期
待
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
、
安
左
衛
門
は
す
で

に
壮
年
に
達
し
て
お
り
、
言
継
ぎ
を
出
す
だ
け
で
、
図
子
内
を
ま
と

め
る
だ
け
の
自
信
と
信
望
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
伝
達
方
法
を
利
用

し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
若
い
角
五
郎
ら
に
は
、
言
継
ぎ
の
よ

う
な
日
常
的
で
伝
統
的
な
伝
達
方
法
で
、
動
員
を
行
な
う
こ
と
は
難

し
か
っ
た
。
そ
こ
で
同
志
を
募
り
、
大
勢
で
参
加
を
強
制
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
年
齢
を
前
節
で
検
討
し
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た
以
外
で
わ
か
る
だ
け
あ
げ
て
ふ
る
と
、
大
勢
の
参
加
者
で
は
、
与

右
衛
門
一
一
一
一
一
歳
、
惣
七
二
六
歳
、
嘉
左
衛
門
一
一
七
歳
か
五
五
歳
（
父

子
ど
ち
ら
が
当
主
だ
っ
た
か
判
明
し
な
い
。
）
で
、
五
日
の
朝
と
夜
に

押
し
掛
け
ら
れ
た
も
の
は
、
五
左
衛
門
四
八
歳
、
孫
三
郎
五
五
歳
、

半
右
衛
門
四
○
歳
か
六
三
歳
（
同
上
）
と
な
り
、
年
齢
差
が
か
な
り

は
っ
き
り
出
て
い
る
。
角
五
郎
ら
は
、
ま
ず
年
齢
の
近
い
同
意
を
え

や
す
い
も
の
た
ち
を
結
集
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

伝
統
的
な
共
同
結
合
を
背
景
に
し
た
言
継
ぎ
に
よ
る
動
員
に
た
い

し
て
、
辻
の
場
合
、
同
志
的
な
結
合
が
優
先
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

百
姓
仲
間
と
他
組
南
加
瀬
村
の
門
訴
の
場
合
、
門
訴
に
百
姓
を
結

集
さ
せ
る
論
理
と
し
て
、
「
百
姓
仲
間
」
と
「
当
組
一
同
」
と
い
う

主
張
が
強
調
さ
れ
た
。
泥
図
子
で
は
、
安
左
衛
門
が
一
一
一
一
口
継
ぎ
を
出
す

に
あ
た
っ
て
、
隣
家
の
新
太
郎
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
新
太
郎
は

．
同
之
義
二
候
〈
、
承
知
」
し
た
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
安
左
衛

門
宅
で
の
寄
合
で
は
、
．
同
不
致
者
は
、
闇
討
一
一
致
し
候
」
（
（
平

内
口
書
」
）
と
か
「
一
同
へ
加
り
不
申
者
は
、
百
姓
仲
間
相
外
し
候
」

（
「
金
蔵
口
書
」
）
な
ど
と
気
勢
を
あ
げ
て
い
た
。
辻
図
子
で
は
、
’

一
月
五
日
の
朝
、
角
五
郎
ら
が
源
五
郎
に
参
加
を
求
め
た
さ
い
、
源

五
郎
は
「
当
組
一
同
之
義
二
候
哉
と
承
り
候
処
、
一
同
之
趣
」
と
い

っ
た
の
で
参
加
し
た
。
ま
た
孫
三
郎
は
、
金
納
が
既
に
済
ん
で
い
た

法
政
史
学
第
四
十
三
号

の
で
参
加
し
な
い
と
答
え
た
の
に
た
い
し
、
角
五
郎
ら
に
「
百
姓
仲

間
一
同
之
義
、
是
非
可
参
」
と
迫
ら
れ
て
参
加
し
た
と
い
う
。

い
つ
ぽ
う
百
姓
仲
間
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
泥
図
子
の
百
姓
平
内

の
口
書
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
平
内
は
安
左
衛
門
宅
の
寄
合
に

頭
痛
を
理
由
に
伜
を
出
し
た
が
、
安
左
衛
門
は
こ
れ
を
承
知
せ
ず
、

本
人
を
呼
び
出
し
た
。
安
左
衛
門
は
平
内
が
以
前
に
金
納
で
も
よ
い

と
し
て
い
た
の
で
、
伜
で
は
話
に
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
平
内
を
門
訴
の
承
立
に
し
よ
う
と
い
う
狙
い
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
平
内
は
や
む
な
く
出
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
長
延

寺
に
行
っ
て
承
る
と
、
藤
八
・
源
左
衛
門
ら
が
代
理
と
し
て
伜
を
出

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
平
内
は
「
高
持
身
分
―
―
て
、

自
分
罷
出
不
申
、
如
何
訳
一
一
候
哉
」
と
強
硬
に
主
張
し
た
。
こ
れ
に

た
い
し
安
左
衛
門
は
両
人
は
よ
く
承
知
し
て
お
り
、
今
晩
も
一
足
早

く
き
て
相
談
し
て
い
る
と
受
け
合
っ
た
の
で
、
そ
の
場
は
収
ま
っ
た

が
、
一
般
に
平
内
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
当
主
が
出
る
と
い
う
理
解

が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
門
訴
で
は
当
組
一
同
と
百
姓
仲
間
の
論
理
で
強

制
を
と
も
な
い
つ
つ
、
動
員
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
結

果
、
形
成
さ
れ
た
惣
百
姓
は
、
一
同
・
仲
間
の
論
理
と
は
逆
に
、
か

な
り
異
質
の
要
素
を
含
糸
込
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
門
訴
に
は
、

五
一
名
の
百
姓
が
参
加
し
た
が
、
な
か
に
は
窪
地
百
姓
で
な
い
も
の
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や
諺
す
で
に
金
納
を
済
ま
し
て
い
る
も
の
が
諺
か
な
り
含
ま
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
名
主
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
五
一
名
中
、
窪
地
持
ち
で

な
い
百
姓
は
、
一
四
名
と
全
体
の
二
七
・
五
％
も
い
た
。
ま
た
金
納

を
済
ま
し
た
も
の
は
九
名
、
一
七
・
七
％
で
、
両
者
を
合
わ
せ
る

と
、
四
五
・
二
％
と
ほ
ぼ
半
分
に
も
お
よ
ん
だ
。
一
同
と
仲
間
の
主

張
は
、
こ
う
し
た
参
加
の
動
機
の
乏
し
い
も
の
に
向
け
ら
れ
て
使
用

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
窪
地
持
ち
で
な
い
も
の
や
、
金
納
済
み
の

も
の
を
多
く
か
か
え
な
が
ら
、
門
訴
勢
を
組
織
す
る
た
め
に
は
、
仲

間
外
し
の
脅
し
を
と
も
な
う
参
加
強
制
の
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
多
か
れ
少
な
か
れ
一
侯
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
門
訴
一
件

の
場
合
、
そ
れ
が
有
効
に
機
能
し
た
の
は
、
図
子
の
共
同
結
合
が
百

姓
を
な
お
強
く
規
制
し
て
い
た
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
。以
上
の
よ
う
に
門
訴
の
結
集
の
論
理
を
把
握
し
た
場
合
、
門
訴
の

発
頭
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
掌
握
し
た
か
と
い
う
問
題
が

残
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
い
う
と
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
頭
人

は
、
そ
の
主
張
が
一
同
の
総
意
で
あ
る
と
い
う
正
当
性
を
確
保
し
た

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

一
つ
は
、
辻
図
子
で
行
な
わ
れ
た
よ
う
に
、
順
次
参
加
を
呼
び
か

け
て
、
参
加
者
を
同
道
さ
せ
、
最
後
は
大
勢
を
構
成
し
て
、
直
接
的

に
一
同
・
仲
間
の
総
意
を
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
具
現
さ
せ
る
と

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

い
う
方
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
摸
の
一
般
の
あ
り
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
旦
、
｜
撰
集
団
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
集
団
の
威
勢
に
よ
っ

て
、
正
当
性
と
権
威
を
体
現
す
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
集
団
の
形
成

途
上
で
は
、
そ
の
権
威
も
充
分
で
は
な
い
。
こ
の
溝
を
塊
め
て
、
一

同
・
仲
間
の
総
意
を
い
わ
ば
先
取
り
す
る
形
で
、
集
団
形
成
を
完
成

す
る
の
が
、
発
頭
人
の
役
割
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
南
加
瀬
村

の
場
合
、
発
頭
人
が
こ
の
溝
を
埋
め
る
論
理
と
し
て
活
用
し
た
の

は
、
他
組
（
Ⅱ
図
子
）
の
論
理
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

門
訴
の
発
端
で
ま
ず
、
辻
の
発
頭
人
た
ち
は
、
泥
図
子
の
直
訴
計

画
の
風
聞
を
聞
い
て
、
行
動
を
開
始
し
た
。
い
つ
ぽ
う
泥
図
子
で

は
、
問
い
合
わ
せ
で
安
左
衛
門
が
行
動
を
開
始
す
る
。
翌
日
に
な
っ

て
、
安
左
衛
門
は
辻
図
子
で
爪
印
の
連
判
を
し
た
と
聞
い
て
、
泥
図

子
で
も
連
判
を
し
よ
う
と
参
加
者
に
奨
め
た
。
ま
た
辻
図
子
で
は

「
ど
ぶ
―
―
て
〈
取
極
り
候
由
」
（
「
金
右
衛
門
口
書
」
）
と
、
発
頭
人

が
参
加
を
呼
掛
け
て
歩
い
た
。
発
頭
人
が
い
た
か
っ
た
原
図
子
に
な

る
と
、
発
頭
人
の
強
制
も
な
し
に
、
「
泥
・
辻
一
同
長
延
寺
寄
合
之

由
」
（
「
与
一
一
一
郎
口
書
」
）
な
ど
と
い
う
言
継
ぎ
が
行
な
わ
れ
た
。
他
組

（
Ⅱ
図
子
）
で
は
す
で
に
、
行
動
を
開
始
し
た
の
で
、
自
分
た
ち
も

遅
れ
ず
に
、
参
加
し
よ
う
と
い
う
主
張
は
、
こ
こ
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
と
く
に
辻
と
泥
の
発
頭
人
は
、
相
互
に
自
分
た
ち
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図
子
村
は
、
図
子
と
称
す
る
地
区
に
分
か
れ
て
い
た
。
図
子
は
、

ズ
シ
と
訓
ん
で
辻
子
・
途
子
・
厨
子
と
も
書
い
た
。
中
世
・
近
世
の

都
市
で
は
、
大
路
と
大
路
を
連
結
す
る
小
路
、
辻
、
町
の
こ
と
を
称

し
た
。
関
東
で
は
、
荒
川
・
多
摩
川
の
下
流
の
村
落
に
名
称
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
室
町
か
ら
戦
国
期
に
か
げ

て
成
立
し
た
開
発
単
位
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

橘
樹
郡
小
田
村
で
は
、
ズ
シ
の
景
観
は
、
屋
敷
や
産
士
社
と
耕
地

を
、
道
と
そ
の
内
側
に
堀
を
巡
ら
し
て
囲
っ
た
状
況
を
示
し
て
お
り
、

道
の
辻
で
他
の
ズ
シ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
自
立
化
を
目
指
し
た
在
家
が
、
新
開
地
に
土
地
占
有
を
示

す
た
め
に
道
に
よ
っ
て
耕
地
を
囲
い
、
堀
を
め
ぐ
ら
し
て
、
そ
の
中

に
住
承
、
や
が
て
分
家
が
多
く
な
り
集
落
を
形
成
し
て
、
村
の
中
の

ム
ラ
と
し
て
成
長
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
小
田
村

で
も
、
そ
の
隣
村
の
渡
田
村
で
も
、
ズ
シ
を
講
中
と
も
呼
ん
で
、
日

侍
・
庚
申
・
稲
荷
講
、
無
尽
・
頓
母
子
な
ど
の
講
や
屋
根
葺
・
道
普

請
。
川
渡
い
な
ど
の
結
も
ズ
シ
ご
と
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
村
の
近

の
図
子
、
あ
る
い
は
自
分
た
ち
発
頭
人
よ
り
、
他
の
も
の
が
先
に
進

ん
で
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
正
当
性
を
確
保
し
、
百
姓
を

（
肥
）

行
動
に
駆
り
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

五
村
と
図
子

法
政
史
学
第
四
十
三
号

世
文
書
に
は
現
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
生
活
結
合
の
単
位
で
あ
っ
た
。

ズ
シ
の
規
模
は
一
八
～
三
○
戸
ほ
ど
で
、
ズ
シ
の
内
部
に
一
○
戸
ほ

（
Ⅳ
）

ど
の
横
町
と
称
す
る
小
組
が
生
じ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
ズ
シ
に

は
御
厨
明
神
社
が
勧
請
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
荏
原
郡
麹
屋
村
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
草
分
け
百
姓
が
明
神
社
を
勧
請
し
、
同
族
的
な
祭
り

と
し
て
祭
祀
が
行
な
わ
れ
、
家
父
長
的
な
家
系
の
も
の
に
管
理
が
掌

（
旧
）

握
さ
れ
て
い
た
。

南
加
瀬
村
で
は
、
図
子
を
「
字
泥
」
「
字
泥
図
子
」
と
書
い
た

り
、
自
己
の
属
す
る
図
子
を
「
当
組
」
と
い
っ
た
り
し
て
い
る
。
南

加
瀬
村
の
図
子
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
は
な
い
が
、
天
保
三

年
（
一
八
一
一
三
）
の
「
鶴
見
川
瀬
達
・
洲
凌
目
普
請
箇
所
附
帳
」
に

よ
れ
ば
、
村
で
は
原
・
辻
・
泥
（
ど
ぶ
）
・
東
前
・
恋
地
（
こ
い
ち
）

の
各
図
子
に
普
請
箇
所
を
割
り
当
て
て
い
る
。
図
１
の
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
測
量
の
二
万
五
千
分
一
の
地
図
で
は
、
村
の
中
央
に

原
集
落
が
、
鶴
見
川
沿
い
に
辻
・
士
腐
（
ど
ぶ
Ⅱ
史
料
で
い
う
泥
図

子
）
、
北
部
の
北
加
瀬
村
と
の
境
の
加
瀬
山
の
麓
に
東
前
・
越
地
（
恋

地
）
の
集
落
が
あ
り
、
天
保
の
記
録
と
対
応
し
て
い
る
。
い
つ
ぽ
う

化
政
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
は
、
こ
の
小

（
旧
）

名
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
方
位
記
載
に
し
た
が
っ
て
一
示
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

東
…
…
原
・
二
藤
町

七
一
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東
北
．
．
…
・
山
崎

北
…
…
金
山
・
恋
地
・
沼

西
北
…
…
知
木
・
新
田

西
…
…
榎
戸
道
・
矢
口
・
士
浮

中
央
・
…
：
矢
中

原
・
恋
地
・
士
浮
（
ど
ぶ
）
は
図
子
名
と
一
致
す
る
が
、
他
は
一

致
し
な
い
。
し
か
し
大
正
期
の
地
図
を
見
る
と
、
村
の
東
北
に
山
崎

と
い
う
集
落
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」

の
あ
げ
た
小
名
は
単
純
に
地
字
で
は
な
く
、
小
集
落
を
意
味
し
た
よ

う
で
あ
る
。
山
崎
が
天
保
三
年
（
一
八
一
一
三
）
の
鶴
見
川
普
請
の
記
録

に
現
わ
れ
な
い
の
は
、
あ
る
い
は
山
崎
だ
け
が
、
鶴
見
川
と
矢
上
川

の
水
系
か
ら
離
れ
、
両
河
川
の
氾
濫
の
被
害
を
考
慮
す
る
必
要
が
な

い
の
で
、
普
請
割
当
を
受
け
な
い
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
他

の
小
名
は
い
ず
れ
も
、
鶴
見
・
矢
上
両
川
の
水
系
に
属
す
か
ら
、
も

し
当
時
、
図
子
と
し
て
単
位
を
な
し
て
い
た
な
ら
ば
、
当
然
割
当
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
、
そ
れ
が
現
わ
れ
な
い
の
は
、

こ
れ
ら
の
小
名
が
天
保
期
の
図
子
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
大
正
期
の
地
図
に
よ
れ
ば
、
士
腐
（
ど
ぶ
）
と
小
名
と
し
て

現
わ
れ
な
い
辻
は
、
地
理
的
に
明
確
に
分
か
れ
る
い
く
つ
か
の
小
集

落
か
ら
な
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
と
す
る
と
南
加
瀬
村
で

は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
あ
げ
た
小
名
は
、
最
初
に
述
べ
た

近
世
村
落
の
村
落
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

ズ
シ
に
近
く
、
天
保
期
の
図
子
は
、
本
来
の
ズ
シ
が
統
合
さ
れ
た
二

次
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
ズ
シ
が
分
家
な
ど

に
よ
っ
て
成
長
し
た
場
合
、
ズ
シ
内
に
横
町
と
い
う
小
組
を
発
生
さ

せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
逆
に
ズ
ン
が
充
分
発
達
し
な
け
れ

ば
、
近
世
に
い
た
っ
て
、
統
合
さ
れ
て
二
次
的
な
図
子
と
し
て
存
続

す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
南
加
瀬
村
の
図
子
は
そ
う
し
た

屯
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

村
と
図
子
南
加
瀬
村
の
図
子
の
規
模
と
共
同
結
合
の
内
容
に
つ
い

て
は
全
貌
は
わ
か
ら
な
い
が
、
門
訴
参
加
者
か
ら
、
泥
図
子
一
六

名
、
辻
図
子
一
六
名
に
つ
い
て
は
帰
属
が
確
認
で
き
る
。
両
図
子
は

全
構
成
員
が
門
訴
に
動
員
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
帰
属
不
明
の

も
の
か
ら
若
干
加
わ
る
と
し
て
も
、
二
○
戸
前
後
の
規
模
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
共
同
結
合
に
つ
い
て
は
、
目

普
請
の
割
当
単
位
と
し
て
の
機
能
を
も
ち
、
平
常
は
図
子
ご
と
に
言

継
ぎ
で
連
絡
が
行
な
わ
れ
る
連
鎖
組
織
を
も
っ
て
い
た
。
皆
済
状
を

承
る
と
、
村
に
は
定
使
給
米
一
一
俵
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
村
役
人
は

言
継
ぎ
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
定
使
い
に
一
戸
ず
つ
ま
わ
っ
て
伝

達
事
項
を
触
れ
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
た
が
、
図
子
内
の
連
絡
は
言
継

ぎ
が
日
常
的
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
門
訴
で
は
、
図
子
ご
と

の
触
次
で
動
員
が
行
な
わ
れ
、
図
子
ご
と
に
議
定
連
判
状
を
作
成
し

て
お
り
、
図
子
の
百
姓
結
合
が
基
盤
に
な
っ
て
門
訴
勢
が
組
織
さ
れ

七
一
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た
こ
と
が
わ
か
る
。

村
と
図
子
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
和
四
年
二
七
六
七
）
の
年

貢
規
定
が
興
味
深
い
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
南
加
瀬
村
で

は
、
「
御
年
貢
之
儀
、
名
主
・
組
頭
六
人
―
―
て
、
組
切
二
取
」
っ
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
年
貢
米
紛
失
を
め
ぐ
る
村
方
騒
動
が
起
き
た
た

め
、
領
主
の
裁
定
に
よ
り
、
こ
の
年
よ
り
村
高
を
均
等
に
三
組
に
分

け
て
、
名
主
・
年
寄
各
一
名
で
年
貢
を
徴
収
す
る
こ
と
に
し
た
。
明

和
四
年
二
七
六
七
）
ま
で
の
年
貢
徴
収
が
「
組
切
」
で
あ
っ
た
と

い
う
場
合
、
そ
の
「
組
」
は
や
は
り
図
子
と
関
係
し
て
い
る
と
見
る

べ
き
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
名
主
・
組
頭
が
六
人
で
組
切
り
に
年
貢
を
徴

収
し
た
と
す
れ
ば
、
各
一
名
の
担
当
で
六
組
の
年
貢
組
が
あ
っ
た
と

考
え
る
こ
と
し
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
、
南
加
瀬
村
の
図
子
は
、
原

・
泥
・
辻
・
東
前
・
恋
地
の
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
山
崎
を
加

え
る
と
六
図
子
と
な
り
照
応
す
る
。
単
純
な
照
応
か
ら
考
え
る
の
は

危
険
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
で
七
○
○
石
程
度
の

村
に
名
主
三
名
・
年
寄
三
名
の
六
人
の
村
役
人
は
い
か
に
も
多
く
、

村
が
多
分
に
図
子
と
密
接
に
関
連
し
た
「
組
」
の
連
合
体
と
し
て
の

性
格
を
強
く
帯
び
、
村
役
人
は
そ
の
代
表
と
し
て
村
に
か
か
わ
っ
た

た
め
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
は
、
こ
れ
が
再
編
成
さ
れ
て
、
三
つ

法
政
史
学
第
四
十
三
号

の
組
と
な
り
、
各
一
名
ず
つ
名
主
・
年
寄
が
お
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

年
貢
徴
収
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
の
「
為
取
替
名
主

組
頭
六
人
連
印
証
文
写
」
に
よ
れ
ば
、
①
村
高
を
「
三
シ
割
持
」
と

し
た
上
は
、
万
事
対
談
し
て
手
抜
き
な
く
支
配
す
る
、
②
役
人
仲
間

で
御
屋
敷
へ
願
い
事
が
あ
れ
ば
罷
出
る
、
③
御
公
用
並
び
に
御
屋
敷

へ
の
願
い
事
は
名
主
・
年
寄
一
体
の
相
談
の
上
に
す
る
、
④
村
中
の

田
畑
の
流
地
は
切
り
畝
歩
と
は
せ
ず
、
高
譲
り
渡
の
さ
い
は
名
主
・

年
寄
立
会
い
一
同
印
形
を
す
る
、
④
御
捉
飼
の
回
状
は
月
番
が
受
け

る
が
、
村
の
難
儀
に
な
ら
な
い
よ
う
他
の
役
人
に
も
知
ら
せ
る
、
⑤

五
節
句
の
礼
日
は
惣
百
姓
は
、
ま
ず
名
主
・
役
人
方
へ
勤
め
て
、
そ

の
後
は
、
百
姓
仲
間
で
自
由
に
礼
儀
を
す
る
、
⑥
村
中
の
縁
談
・
養

子
跡
式
や
嫁
貰
い
、
他
所
へ
の
取
り
組
糸
は
そ
の
支
配
の
名
主
へ
知

ら
せ
る
、
⑦
各
組
の
年
々
の
高
の
増
減
は
五
か
年
平
均
と
す
る
が
、

一
一
、
三
○
石
は
格
別
と
し
、
そ
れ
以
上
は
割
合
う
、
と
な
っ
て
い

る
。
⑤
。
⑥
で
領
主
側
が
三
組
に
あ
る
程
度
共
同
性
も
あ
た
え
よ
う

と
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
三
つ
割
持
ち
は
う
ま
く
機
能

し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
に
は
二
組
に
編
成

さ
れ
直
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
組
の
推
移
は
直
接
わ
か
ら
な
い
が
、
南

加
瀬
村
で
は
、
文
化
期
ま
で
、
名
主
二
人
に
組
頭
二
～
四
人
の
体
制

が
続
い
た
。

し
か
し
文
化
期
以
降
は
、
名
主
が
一
人
と
な
り
、
文
政
一
○
年
△

七
四
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八
二
七
）
に
な
る
と
名
主
・
組
頭
・
百
姓
代
各
一
名
に
減
少
し
、
天
保

三
年
（
一
八
一
一
一
一
一
）
に
い
た
っ
た
。
辻
の
三
名
の
百
姓
が
、
名
主
の
役

宅
へ
金
納
年
貢
を
納
め
に
行
く
途
中
で
、
止
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

門
訴
一
件
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の

時
期
、
各
組
は
組
頭
が
年
貢
を
取
り
ま
と
め
る
と
い
う
年
貢
組
の
機

能
は
も
っ
て
い
ず
、
年
貢
は
名
主
の
も
と
に
直
接
集
め
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
年
貢
以
外
の
宗
門
人
別
帳
や
下
付
米
の
連
印

帳
な
ど
を
見
て
も
、
と
く
に
組
や
図
子
ご
と
の
記
載
は
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
組
や
こ
れ
を
さ
さ
え
て
い
た
と
見
ら
れ
る
図
子
の

機
能
は
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
年
貢
徴
収
な
ど
村
支
配
の
面
で
は
認

め
ら
れ
ず
、
目
普
請
な
ど
村
内
部
の
共
同
機
能
に
限
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
向
を
大
き
な
視
点
か
ら
承
る
と
、

村
の
行
政
機
能
が
、
近
代
社
会
に
向
け
て
共
同
機
能
か
ら
次
第
に
分

離
し
て
い
く
過
程
に
あ
っ
た
と
糸
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
過

程
で
、
村
役
人
の
役
割
が
行
政
面
へ
傾
ぎ
、
百
姓
の
共
同
結
合
か
ら

離
れ
始
め
た
こ
と
が
、
村
役
人
が
図
子
を
媒
介
に
小
前
百
姓
の
願
い

を
汲
永
取
っ
て
、
訴
願
運
動
に
集
約
し
て
行
く
こ
と
を
難
し
く
し
、
門

訴
に
結
果
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
図
子
の
側
か
ら
い
え
ば
、
年

貢
組
な
ど
の
支
配
組
織
と
し
て
の
側
面
が
希
薄
と
な
り
、
百
姓
の
日

常
結
合
の
場
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
、
門
訴
に
あ

た
っ
て
百
姓
が
図
子
ご
と
の
結
集
を
は
か
る
の
に
有
利
な
条
件
と
な

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

っ
て
い
た
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
行
政
機
能
が
共
同
機
能
か
ら
分
離

し
て
行
く
と
い
っ
て
も
、
そ
の
道
筋
は
直
線
的
で
は
な
く
、
共
同
体

の
側
か
ら
執
勤
な
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
南
加
瀬
村

で
も
、
天
保
四
年
（
一
八
一
一
一
三
）
に
は
名
主
一
名
、
組
頭
一
一
名
、
百

姓
代
一
一
名
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
は
名
主
一
名
と
組
頭
五

名
と
な
り
、
こ
の
間
、
組
頭
の
大
幅
な
増
員
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
門
訴
が
示
し
た
村
の
亀
裂
を
埋
め
る
こ
と
が
、
増
員
の
目

的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
天
保
三
年
（
一
八
一
一
三
）
の
南
加
瀬
村
の
門
訴
一
件
を
め

ぐ
っ
て
、
門
訴
勢
が
ど
の
よ
う
な
村
落
の
社
会
結
合
を
媒
介
に
し
て

形
成
さ
れ
た
か
検
討
し
て
き
た
。
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
述
べ
て
き
た
し
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
と
り
あ
げ

て
、
位
置
づ
け
を
す
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
意
味
は
な
い
。
こ
こ

で
は
門
訴
一
件
の
分
析
を
通
じ
て
、
一
貫
し
て
底
流
と
な
っ
て
い
る

社
会
結
合
の
二
つ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
指
摘
し
て
、
終
わ
り
た
い
。

そ
の
一
つ
は
、
言
継
ぎ
か
ら
図
子
へ
と
広
が
る
社
会
結
合
の
あ
り

方
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
風
呂
立
て
か
ら
押
し
掛
け
へ
と
展
開
し
た

社
会
結
合
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
前
者
を
伝
統
的
で
共
同
体
的
な
も

の
と
す
る
と
、
後
者
は
同
志
的
な
結
合
原
理
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

ま
と
め

七
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が
で
き
る
。
両
者
は
相
互
に
排
除
し
あ
う
の
で
は
な
い
。
後
者
は
伝

統
的
な
共
同
体
結
合
の
な
か
か
ら
、
成
長
し
て
く
る
性
格
の
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
と
補
完
・
競
合
・
相
剋
と
い
っ
た
関
係
を
重
層
的
に
は

ら
む
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
八
世
紀
後
半
よ
り
展
開
し
た
若

者
組
な
ど
が
、
村
の
共
同
性
を
維
持
す
る
役
割
を
も
ち
つ
つ
、
そ
の

枠
組
糸
か
ら
は
象
出
し
て
く
る
と
い
う
現
象
も
、
こ
う
し
た
文
脈
で

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
代
表
的
事
例
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
二

つ
の
社
会
結
合
の
あ
り
よ
う
は
、
天
保
期
に
突
然
現
わ
れ
た
の
で

も
、
急
速
に
進
ん
だ
の
で
も
な
い
。
一
八
世
紀
以
降
の
村
落
社
会
の

長
い
変
容
の
過
程
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
村
と
図
子
の
関
係

に
現
わ
れ
る
よ
う
に
、
村
の
共
同
機
能
が
こ
の
時
期
、
そ
の
な
か
か

ら
行
政
的
機
能
を
分
離
さ
せ
、
図
子
か
ら
離
れ
て
い
く
と
い
う
傾
向

（
卯
）

と
、
底
流
で
は
一
致
し
た
動
き
だ
と
い
』
え
る
。

村
共
同
体
の
内
部
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
動
向
が
、
一
八
世
紀

以
降
の
地
域
秩
序
の
再
編
を
生
ゑ
出
し
た
基
底
に
あ
る
点
を
見
蕗
と

（
皿
）

し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

耶汪（
１
）
以
下
、
と
く
に
注
記
し
な
い
限
り
、
川
崎
市
南
加
瀬
・
深
瀬
家
文

書
（
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
現
蔵
）
に
よ
っ
た
。

（
２
）
安
丸
良
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
（
青
木
書
店
、
一
九

七
四
年
）
、
深
谷
克
己
「
百
姓
一
摸
の
歴
史
的
構
造
」
（
校
倉
書
一
房
、

法
政
史
学
第
四
十
三
号

一
九
七
九
年
）
が
そ
の
代
表
的
成
果
。

（
３
）
安
丸
良
夫
「
困
民
党
の
意
識
過
程
」
（
『
思
想
』
七
二
六
号
、
’
九

八
四
年
）
、
深
谷
克
己
「
日
本
近
世
の
相
剋
と
重
層
」
（
同
上
）
。

（
４
）
（
３
）
の
安
丸
・
深
谷
の
両
論
文
で
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
点
の
解
明

の
重
要
さ
を
訴
え
な
が
ら
、
史
料
の
欠
如
か
ら
、
分
析
の
困
難
な
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
山
田
忠
雄
宣
撲
打
段
し
の
運
動
構

造
』
（
校
倉
書
一
房
二
九
八
四
年
）
は
、
｜
摸
の
還
動
論
に
取
り
組
ん

だ
仕
事
で
、
本
稿
で
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
組
織
論
は
未

開
拓
な
分
野
と
さ
れ
て
い
る
。
個
別
の
一
摸
で
は
、
斉
藤
純
「
加
茂

の
騒
立
ち
」
（
『
豊
田
市
史
』
二
巻
、
一
九
八
一
）
が
、
天
保
七
年
（
’

八
一
一
一
一
一
）
の
三
河
加
茂
一
摸
の
組
織
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
木
挽
仲

間
と
若
者
衆
が
発
頭
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
一
摸
の
組

織
過
程
が
わ
か
る
き
わ
め
て
興
味
深
い
事
例
を
提
供
し
て
い
る
。
民

衆
運
動
史
の
こ
の
分
野
で
、
近
年
、
最
も
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
た
の

は
、
藪
田
賞
「
国
訴
の
構
造
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
七
六
号
、
一
九

八
五
年
）
以
下
の
国
訴
研
究
で
あ
る
が
、
村
内
部
の
問
題
に
つ
い
て

は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
５
）
『
川
崎
市
史
』
資
料
編
２
近
世
、
一
一
二
一
～
二
二
一
一
一
号
文
書
。

（
６
）
「
」
内
は
、
史
料
表
現
で
あ
る
。
以
下
、
史
料
か
ら
抽
出
し
た

用
語
は
、
煩
雑
さ
を
さ
げ
る
た
め
、
初
出
の
糸
「
」
で
示
す
に
と

ど
め
る
。

（
７
）
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
の
六
五
、
橘
樹
郡
の
八
。

（
８
）
木
村
礎
校
訂
「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」
関
東
編
（
近
藤
出
版
、
一
九

六
九
年
）
。
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（
９
）
以
下
、
史
料
は
天
保
三
年
一
二
月
「
窪
地
百
姓
五
拾
壱
人
御
門
訴

い
た
し
候
二
付
被
召
出
御
吟
味
中
書
付
之
写
其
外
新
五
郎
欠
込
訴
書

面
共
控
御
裁
許
御
請
書
控
」
に
よ
っ
た
。

（
、
）
以
下
、
門
訴
の
形
成
過
程
や
社
会
結
合
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
・
ル
フ

ェ
ー
ヴ
ル
『
革
命
的
群
衆
』
（
二
宮
宏
之
訳
、
創
文
社
、
一
九
八
二

年
）
に
学
ぶ
点
が
多
か
っ
た
。

（
Ⅱ
）
「
蓮
田
文
化
叢
書
』
（
四
三
号
、
一
九
七
二
年
）
。

（
旧
）
長
塚
節
『
士
」
（
新
潮
文
庫
版
）
一
一
～
二
一
頁
。

（
Ｅ
）
門
訴
を
行
な
っ
た
の
は
五
一
名
で
あ
っ
た
が
、
表
２
に
は
、
関
係

者
が
五
五
名
あ
が
っ
て
い
る
。
一
名
は
門
訴
に
で
な
か
っ
た
か
ら
、

三
名
多
い
こ
と
に
な
る
。
史
料
に
よ
っ
て
、
伜
の
名
前
と
当
主
の
名

前
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
重
複
し
て
い
る
も
の
が
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
皿
）
福
田
ア
ジ
オ
『
日
本
村
落
の
民
俗
的
構
造
』
（
弘
文
堂
、
一
九
八

二
年
）
九
九
～
’
○
二
頁
。

（
咀
）
以
下
、
聞
き
取
り
に
つ
い
て
は
茨
城
県
竜
ヶ
崎
市
に
つ
い
て
渡
辺

公
雄
氏
、
島
根
県
飯
石
郡
赤
来
町
に
つ
い
て
吉
川
顕
麿
氏
か
ら
御
教

授
を
え
た
。

（
超
）
同
様
の
例
が
、
加
茂
一
摸
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
従
来
、
「
扇

動
」
（
斉
藤
純
、
前
掲
）
と
し
て
し
か
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
主
張
は
、
他
人
ま
か
せ
の
正
当
性
と
い
う
消
極
的
な
側
面

を
含
む
に
せ
よ
、
二
つ
の
点
で
、
見
過
せ
な
い
重
要
性
が
あ
る
。
一

つ
は
、
孤
立
分
散
的
な
性
格
を
本
質
と
す
る
近
世
百
姓
存
在
に
と
っ

て
、
こ
う
し
た
「
他
」
へ
の
依
存
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

近
世
村
落
の
社
会
結
合
と
民
衆
運
動
（
白
川
部
）

一
つ
は
、
い
つ
ぽ
う
で
「
他
」
者
比
較
は
百
姓
の
視
野
の
広
が
り
を

示
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
百
姓
意
識
へ
の
一
階
梯
と
な
る
積
極
的
な
側

面
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
（
深
谷
克
己
、
前
掲
）
。

（
Ⅳ
）
竹
内
清
ヨ
ズ
シ
」
に
つ
い
て
」
（
日
本
地
名
研
究
所
編
『
地
名
と

風
土
』
５
、
三
省
堂
、
一
九
八
六
年
）
。

（
旧
）
一
一
一
輪
修
三
「
『
ズ
シ
』
と
村
」
（
日
本
地
名
研
究
所
編
『
地
名
と
風

土
』
６
、
一
九
八
三
年
）
。

（
⑲
）
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（
前
掲
）
。

（
卯
）
柴
田
一
一
一
千
雄
『
近
代
世
界
と
民
衆
運
動
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三

年
）
二
○
七
～
二
一
四
頁
で
は
、
サ
１
ク
ル
の
形
成
と
い
う
形
式

で
、
共
同
体
的
結
合
関
係
か
ら
、
新
た
な
社
会
的
結
合
関
係
が
成
長

す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅲ
）
薮
田
貫
「
近
世
後
期
の
民
衆
運
動
と
地
域
社
会
・
国
家
」
ｓ
日
本

史
研
究
』
三
○
七
号
、
一
九
八
八
年
）
は
、
民
衆
運
動
に
現
わ
れ
た

惣
代
の
委
任
関
係
か
ら
近
世
後
期
の
地
域
社
会
と
国
家
を
展
望
し
た

優
れ
た
仕
事
で
あ
る
が
、
本
稿
で
み
た
民
衆
の
日
常
的
社
会
結
合
の

変
容
に
つ
い
て
は
、
充
分
視
野
に
入
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
近

世
後
期
の
地
域
論
を
検
討
す
る
場
合
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
課

題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

付
記
本
稿
は
、
川
崎
市
史
編
纂
に
と
も
な
う
史
料
収
集
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
市
史
編
纂
委
員
会
近
世
部
会
に
お
い
て
、
御
指
導
い
た

だ
い
た
村
上
直
先
生
に
深
謝
の
意
を
表
わ
し
た
い
。
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